












































































ク ト壁面 とマイクロホン膜面を-致 させ
て)S爪 を測定したoFig.2はダクト内平均気流
速度 18m/S,S朋=10dBの場合の開始後950,000
ステップ経過時の検出結果である｡ここで気流
変動圧の真値はスピーカからの音響信号 OFF
としたときのマイクロホン出力,反射係数の真
値は 4マイクロホン手法[1】による値である｡
気流変動圧が無視される音圧信号波形として
S/N=25dB時のマイクロホン出力を測定した｡
S/N=25-L (dB)時はスピーカ-の入力信号を
S/N=25dB時にたいLLdBだけ低減して行い,
そのときの音圧波形 (真値)はS/N=25dB時の
それからLdBだけ差引いたものとしている｡
4.実験結果 S/N=10dBにおける反射係数
および進行波音圧波形の検出例を Fig.2に示
す｡進行波音圧の分離検出は概ね良好といえる｡
反射係数の検出は約 600Hz以下では良好であ
るが,それを超えると誤差が大きくなる｡以上
はS/Nの低下にともない誤差が増加する｡
Fig.3に多孔リングの気流変動圧低減性能を示
す｡マイクロホン直接挿入にたいし多孔リング
では音圧低下を生じるので,その低下分だけ補
正した｡直接測定に対し多孔リングによる気流
変動圧低減効果は約 7dB程度である｡これは
期待した性能には程遠い｡マイクロホン膜面圧
がその近傍の開口の圧力に支配されてしまっ
たものと考えられ,その改良を行っている｡
5.終わりに 2マイクロホンを用いて反射
係数と進行波音圧を実時間検出する手法を案
出し,その原理的な有効性を確認した｡
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